実習記録（２００８年６月１７日～２０日）　　滋賀医大６年　Ｋ．Ｙ．
６月１７日
AM：朝のmeeting（自己紹介）、内視鏡（胃カメラ）見学、往診、

施設＆地域案内（川城Dr）

PM：外来（畑野Dr）

最初は少し緊張していましたが、皆さんに暖かく迎えていただき初日から楽しく実習することができました。
往診ではまさかいきなり診察することになるとは思わずびっくりしましたが…午前中、車で地域を案内していただいているときに、偶然、甲津原交流センターで施設案内していただきお土産を頂きました。包括ケアセンターから来たと伝えると畑野先生、中村先生の名前がパッと出てきて、地域で頼りにされているのが垣間見えました。

　午後は、問診・診察もさせていただきました。畑野先生の「病気を治すのではなく患者さんをhappyにする」という思い・姿勢は大学病院では感じることができないもので今後の参考になります。

明日も楽しみながら勉強していこうと思います。宜しくお願いします。
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６月１８日
AM:ケアマネ実習、訪問入浴見学（西村さん）

PM:大久保＆板並出張所診察、往診（中村Dr）
19時ごろ～：鈴木さん御夫妻の結婚お祝い
午前中は病院と自宅での患者さんの様子の違いは何だろうかという視点で西村さんの担当の方の自宅やデイサービスセンターをまわっていました。患者さんが直接医師に言っていないことを話されたり、家族の問題を話されたりしていて、より生活に密接して大切なことをケアマネさんに相談されているのかなと感じました。病診連携のさらに一歩前線、言い換えれば、より生活に近い位置からのケアがうまく機能しているなという印象です。

　午後は、比較的ゆったりと診療していました。僕自身が医学的に大きな事をしているのではないのですが、元気に笑って生活してはる患者さんの話を聴くのが楽しかったです。

　夜は鈴木さん御夫妻の結婚お祝いの会に参加させていただきました。今まで大学病院以外にもいくつか病院見学や実習の際お酒の席に呼んでいただきましたが、昨日のように他職種の人が、しかも年齢の上下も関係なくフランクに楽しんでいる場は初めてでした。僕も「いぶき」にきてまだ２日目なのに親しくしていただいて嬉しかったです。
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６月１９日
AM:デイサービス実習＠ひだまり
PM:C-F見学、往診（中村Dr）
　　リーダー会議
「ひだまり」では、普段の生活により近づけようと細やかに工夫されていました。具体的には、大きな施設だと筋トレはするけどトイレまでは車椅子を使うが、「ひだまり」では筋トレはしないけど５分１０分かけてでも自力でトイレまでに行くといった小さな施設ならでは工夫です。また、高齢者と幼児をともに引き受けているところをはじめてみました。歌が好きでついつい歌い続けてしまう認知症の方と２，３歳の幼児が同じ空間で過ごすことで、歌が好きな子供がおじいちゃんのところによっていき、おじいちゃんはその子の名前だけはしっかり覚えているという話を聴いたときは驚きでした。昼食中に、在宅でどんな医師が求められているかと質問したところ、利用者さんから即座に「笑顔とやさしさ」と答えていただきました。相談しやすい相手がいいのだとの事。医師に求められるものは、行き着くところは人として当たり前のことができるかどうかなのかなぁと自問自答してしまいます。

午後の往診は、昨日に引く続きパンコースト腫瘍の患者さんのところや、独居のかた、老夫婦二人で暮らしている家などを巡りました。娘・息子が近くに暮らしていてもすぐに救急車が呼びにくいなど、高齢者ならでは（？）の気の使い方を目の当たりにして、自分が同じ状況を迎えたらどうするのかなと思ってしまいました。（答えは出ていません。）
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６月２０日
AM:デイサービス実習（ほほえみ）

PM:開放病床回診＠長浜日赤H.P、長浜市民H.P（川城Dr）
往診（畑野Dr,川城Dr）

午前は、「ほほえみ」でお世話になりました。利用者さん一人ひとりのバイタルを確認するのに結構時間がかかってしまったのが反省点です。（話しながらだと中々上手には…）医学的な出来事と言えば、他にも、突然、喉頭癌を患っている方の状態判断を考えたり、認知症の方で腋下と眼瞼周囲の湿疹についての相談を受けたりしました。まだ学生なのですが、もう医師になるものとして社会的には見られているなと実感し（遅いという厳しい指摘はちょっと･･･）、継続的に努力する必要があるなと痛感させられた一幕です。昼食中には、昨日に続いて地域の医師に求められるものを伺いました。今日印象的だったのは「仲間」と言うお答えでした。気軽に相談できる相手が欲しいとの事。病院だと予約をしたとしても患者さんがたくさんいるから気を使ってしまうからだそうです。病院で働くときも配慮できるように意識しておこうと思いました。
午後は、長浜日赤H.Pと長浜市民H.Pの開放病床に行ったのですがどちらも患者さんとはニアミスになってしまいました。偶然、滋賀医大の先輩（１年目研修医）に再会し話しこんでしまいましたが（笑）。
往診は、肺が原発巣で肝転移もしている終末期の方のところに同行しました。畑野先生と患者さんおよびご家族との真剣なやり取りは終末期医療のまさに最前線で､学ぶことが多いです。個人的にはルート確保に失敗したことを反省しています。技術的には未熟すぎて…

気がつけば１週間たってしまいましたが、病院実習だけだと分からないことがたくさんありました。来週も楽しみながら色々学んでいこうと思います。
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「ひだまり」にて、ドアップ（笑）





往診の合間に一休み＠伊吹診療所





今まで見てきた診療所で最小（笑）


＠板並出張診療所





思いがけずお土産を頂きました


＠甲津原交流センター





京都で通信隊やっていた頃の話や親戚の医者の話など、色々なお話が出ました。（写真は塗り絵中）








七夕にむけて。短冊には、家内安全や健康願いなど。僕は国家試験合格と言ったところでしょうか（笑）








